
 

 

技別１３－１

 

 

技術的条件集別表１３（ＴＣ仕様）の記述に関する留意事項 

 

１．本別表は、以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照している。 

 

本別表の標準番号 ＴＴＣ標準の標準番号及び版数（制定月日） 

ＮＴＴ－Ｑ７７１ ＪＴ－Ｑ７７１ 第２版（１９９７年４月２３日） 

ＮＴＴ－Ｑ７７２ ＪＴ－Ｑ７７２ 第２版（１９９７年４月２３日） 

ＮＴＴ－Ｑ７７３ ＪＴ－Ｑ７７３ 第２版（１９９７年４月２３日） 

ＮＴＴ－Ｑ７７４ ＪＴ－Ｑ７７４ 第２版（１９９７年４月２３日） 

 

２．本別表では、ＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、その具体的内容

を記述している。以下にＴＴＣ標準の規定に準拠した事項及び、ＴＴＣ標準の規定との間に差分

がある事項の表記方法を示す。 

 

１）ＴＴＣ標準の規定に準拠している事項 

【ＪＴ－Ｑ＊＊＊に準拠する】 

 

２）当社では規定していないが、ＴＴＣ標準では規定している事項 

【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▽△を規定している】 

▽    ～ＴＴＣ標準規定の記述～   △ 

 

３）ＴＴＣ標準では規定しているが、当社網、直接協定事業者網間では使用、あるいは適用しない事項 

【規定しない】  

 

３．本別表で用いられる、用語、語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠している。 

 

４．本別表のセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。 

ただし、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応しており、またＩ

ＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準、当社のどちらも規定していない事項については、

その記述を全て割愛してあるため、セクション番号が連続しない場合がある。 
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ＮＴＴ－Ｑ７７１ トランザクション機能の機能内容 

 

１．序論  【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

２．概要  【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

３．コネクションレスネットワークサービスに基づいたＴＣにより提供されるサービス 

３．１ コンポーネントサブレイヤ 

 

３．１．１ コンポーネントサブレイヤプリミティブの概要  【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

※但し、「ＴＣ－結果－ＮＬ」プリミティブは規定しない。 

 

３．１．２  ダイアログ処理  【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

３．１．３  コンポーネント処理 

３．１．３．１  パラメータの定義  【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

３．１．３．２  オペレーション起動  【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

 

３．１．３．３  成功報告  【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

※但し、「ＴＣ－結果－ＮＬ」プリミティブは規定しない。 

 

３．１．３．４  失敗報告 【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

３．１．３．５  ＴＣユーザによる拒否 【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

３．１．３．６  オペレーションの取消 【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

３．１．３．７ オペレーション起動のリセット 【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

３．１．３．８  メッセージ内コンポーネントのグループ化 【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

３．１．４  異常状態 【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

 

３．１．５ コンポーネント状態と状態遷移図  【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

※但し、「ＴＣ－結果－ＮＬ」プリミティブは規定しない。 

 

３．１．６ コンポーネントサブレイヤのトランザクションサブレイヤ上へのマッピング  

【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

３．２ トランザクションサブレイヤ  【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

３．３ コネクションレスネットワークレイヤにより提供されるサービス   【ＪＴ－Ｑ７７１に準拠する】 

 



ＮＴＴ－Ｑ７７２ 技別１３－３

ＮＴＴ－Ｑ７７２ トランザクション機能情報要素定義 

 

１．概要  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

２．トランザクション部（Transaction portion)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．コンポーネント部（Component portion) 【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

 

３．１ コンポーネント種別（Component Type)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

※但し、コンポーネント種別－結果応答（途中）（Return Result (Not Last)）は規定しない。 

 

３．１．１  起動（Invoke)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．１．２  結果応答（途中）（Return Result (Not Last)) 【規定しない】 

３．１．３  結果応答（最終）（Return Result (Last))  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．１．４  エラー応答（Return Error)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．１．５  拒否（Reject)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．２  起動ＩＤ（Invoke ID)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．３  関連ＩＤ（Linked ID)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

 

３．４  オペレーションコード（Operation Code)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

※但し、コンポーネント種別－結果応答（途中）（Return Result (Not Last)）は規定しない。 

 

３．５ パラメータ（Parameter)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．６  エラーコード（Error Code)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．７ 問題コード（Problem Code)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．７．１  一般問題（General Problem)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．７．１．１ 認識不能コンポーネント（Unrecognized Component) 【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．７．１．２  不正コンポーネント（Mistyped Component)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

 

３．７．１．３ 構成誤りコンポーネント（Badly Structured Component) 【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

※但し、コンポーネント種別－結果応答（途中）（Return Result (Not Last)）は規定しない。 

 

３．７．２  起動問題（Invoke Problem)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．７．３  結果応答問題（Return Result Problem)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

３．７．４  エラー応答問題（Return Error Problem)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 

４．ダイアログ部（Dialogue portion)  【ＪＴ－Ｑ７７２に準拠する】 
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ＮＴＴ－Ｑ７７３ トランザクション機能のフォーマットと符号化 

 

１．序論  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

２．記述上の取り決め  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

３．抽象構文記述  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．メッセージ表現  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．１ 符号化則 

４．１．１ 符号化則の仕様  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．１．２ 符号化則の概要  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．１．２．１ 一般メッセージ構造  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．１．２．２ タグ  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

 

４．１．２．３ 内容長  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

※但し、不定長形式は規定しない。 

 

４．１．２．４ 内容  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．１．３ 伝送順序  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．２ メッセージ符号化 

４．２．１ トランザクション部  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．２．２ コンポーネント部  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

 

４．２．２．１ コンポーネント種別タグ  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

※但し、結果応答（途中）コンポーネントは規定しない。 

 

４．２．２．２ コンポーネントＩＤタグ  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．２．２．３ オペレーションコードタグ  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．２．２．４ パラメータタグ  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．２．２．５ エラーコードタグ  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．２．２．６ 問題コード  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

４．２．３ ダイアログ部  【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 

 

付属資料Ａ（ＪＴ－Ｑ７７３に対する） 【ＪＴ－Ｑ７７３に準拠する】 
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ＮＴＴ－Ｑ７７４ トランザクション機能手順 

 

１．序論  【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

２．アドレッシング  【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

３．コネクションレスネットワークサービスに於けるトランザクション機能 

３．１ ＴＣにおけるサブレイヤリング  【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

３．２ コンポーネントサブレイヤ手順  【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

３.２．１ 正常手順 

３．２．１．１ コンポーネント処理手順 

３．２．１．１．１ ＴＣコンポーネント処理サービスプリミティブのコンポーネント種別へのマッピング  

【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

 

３．２．１．１．２ 起動ＩＤの管理  【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

※但し、サービスプリミティブ：ＴＣ－結果(RESULT)－ＮＬ（コンポーネント種別：結果応答（途中））

は規定しない。 

 

３．２．１．１．３ オペレーションクラス  【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

※但し、サービスプリミティブ：ＴＣ－結果(RESULT)－ＮＬ（コンポーネント種別：結果応答（途中））

は規定しない。 

  

３．２．１．１．４ コンポーネントフローの例 

※但し、サービスプリミティブ：ＴＣ－結果(RESULT)－ＮＬ（コンポーネント種別：結果応答（途中））

は規定しない。 

 

３．２．１．２ ＴＣプリミティブによるダイアログ制御  

「ＴＣ－片方向」、「ＴＣ－開始」、「ＴＣ－継続」および「ＴＣ－終了」要求プリミティブは、ＴＣユー

ザより、コンポーネントの転送を制御するのに用いられる。 

 アプリケーションコンテキスト名パラメータが「ＴＣ－開始」要求プリミティブに含まれる場合はＴＣダ

イアログ制御要求プリミティブはダイアログ制御ＡＰＤＵを形成できる。 

 ダイアログ処理プリミティブからダイアログ制御ＡＰＤＵへのマッピングを表３－３／ＮＴＴ－Ｑ７７

４に示す。 

 

表３－３／ＮＴＴ－Ｑ７７４ ＴＣダイアログ処理サービスプリミティブから 

ダイアログ制御ＡＰＤＵへのマッピング 

ＴＣプリミティブ（要求） ダイアログ制御ＡＰＤＵ 

ＴＣ－片方向 

（ＴＣ－ＵＮＩ） 

ダイアログＵＮＩ（ＡＵＤＴ） 

 

ＴＣ－開始 

（ＴＣ－ＢＥＧＩＮ） 

ダイアログ要求（ＡＡＲＱ） 

 



ＮＴＴ－Ｑ７７４ 技別１３－６

ＴＣ－継続 

（ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ） 

ダイアログ応答（ＡＡＲＥ｛受諾｝）（注１） 

 

ＴＣ－終了 

（ＴＣ－ＥＮＤ） 

ダイアログ応答（ＡＡＲＥ｛受諾｝）（注２） 

 

ＴＣ－Ｕ－アボート 

（ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ） 

ダイアログアボート（ＡＢＲＴ） 

ダイアログ応答（ＡＡＲＥ｛拒否｝）（注３） 

 

 注１：これは最初の逆方向「ＴＣ－継続」プリミティブにのみ適用できる（すなわち、ダイアログが送信

起動／受信起動を（ＩＳ／ＩＲ）状態の場合）。 

 注２：これは「ＴＣ－開始」指示プリミティブに対する応答として発せられた「ＴＣ－終了」要求プリミ

ティブにのみ適用できる（すなわち、ダイアログがＩＳ／ＩＲ状態の場合）。 

  

 【ＪＴ－Ｑ７７４では▽△を規定している】 

 注３：これはダイアログが確立される前（すなわち、最初の逆方向の継続メッセージの前）であり、かつ

「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ内の「アボート理由」パラメータが「未サポートアプリ

ケーションコンテキスト名」▽もしくは「ダイアログ拒否」△に設定されているときに限り適用さ

れる。 

 

 

 ダイアログ制御ＡＰＤＵはＴＣメッセージのダイアログ部内で運ばれる。ダイアログ部があるならばコン

ポーネント部とつなげられ、対応するＴＲサービスプリミティブのユーザデータとしてトランザクションサ

ブレイヤに渡される。 

 メッセージ内のコンポーネントは、発コンポーネントサブレイヤがローカルＴＣユーザから受信するのと

同じ順序で、リモートＴＣユーザに送られる。コンポーネントサブレイヤは、対応する指示プリミティブを

用いて、受信側のＴＣユーザにダイアログ状態を通知する。 

 ＴＣユーザは、前に渡された全コンポーネントを同一のダイアログＩＤを用いて伝達させるために、ダイ

アログ制御要求プリミティブ（「ＴＣ－片方向｣､「ＴＣ－開始｣､「ＴＣ－継続」、または「ＴＣ－終了」）

を用いる。ただし「ＴＣ－アボート」プリミティブは別であり、これは保留中のコンポーネントを廃棄させ

る。コンポーネントサブレイヤダイアログ制御プリミティブは、次に、トランザクション制御サービスを提

供するサブレイヤであるトランザクションサブレイヤに対して、対応するサービス要求を起こす。ＴＣから

ＴＲトランザクション制御プリミティブへのマッピングは表３－４／ＮＴＴ－Ｑ７７４で与えられる。 

 

表３－４／ＮＴＴ－Ｑ７７４ ＴＣダイアログ処理サービスプリミティブから 

        ＴＲプリミティブへのマッピング 

【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

 

 (1) ダイアログの開始 

 「ＴＣ－開始」要求プリミティブは、「ＴＲ－開始」要求プリミティブにマッピングされる。これは、

トランザクションを開始し、インタフェースを通過する同一ダイアログＩＤを持つ（０、もしくはそれ

以上の）コンポーネントを転送する。アプリケーションコンテキスト名パラメータが「ＴＣ－開始」要



ＮＴＴ－Ｑ７７４ 技別１３－７

求プリミティブに含まれている場合、ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵもまたコンポーネント部と

つなげて送られる。 

 「ＴＣ－開始」要求プリミティブ内の着アドレスと発アドレスは、トランザクションサブレイヤによ

り、開始メッセージを送る前に蓄積される。 

 着側エンドでは、「ＴＲ－開始」指示プリミティブは、コンポーネントサブレイヤで受信される。こ

れは、「ＴＣ－開始」指示プリミティブを、ダイアログを開始するダイアログ情報とともにＴＣユーザ

に送る。受信したコンポーネントがあれば、各々に対応したコンポーネント処理プリミティブを、「Ｔ

Ｃ－開始」指示プリミティブに続いて送る。 

 受信トランザクションサブレイヤは、受信した発アドレスをこのトランザクションの着アドレスとし

て、また自身のアドレス（メモリから、もしくは受信した「Ｎ－ユニットデータ」指示プリミティブの

着アドレスから）を発アドレスとして蓄積する。ＴＣユーザは受信した着アドレスと発アドレスを含む

「ＴＣ－開始」指示プリミティブを受信する。 

 

 (2) ダイアログの確認 

 ＴＣユーザが「ＴＣ－開始」指示プリミティブ内でアプリケーションコンテキスト名パラメータを受

信し、このアプリケーションコンテキストが受け入れられる場合、ＴＣユーザは同じ値を最初の逆方向

「ＴＣ－継続」要求プリミティブに含めるべきである。これにより、ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰ

ＤＵは継続メッセージ内のいかなるコンポーネントとともつなげられて送られる。 

 もし提供されたアプリケーションコンテキスト名が受け入れられない場合、最初の逆方向「ＴＣ－継

続」要求プリミティブに異なるアプリケーションコンテキスト名を提案して、ＴＣユーザはダイアログ

の継続を要求することができる。これにより、ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵは継続メッセージ

内のいかなるコンポーネントとともつなげられる。 

 これら両方の場合において、ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵの「結果値」フィールドは「受諾」

に設定され、また「結果元診断」フィールドは「ダイアログサービスユーザ（空）」もしくは「ダイア

ログサービスユーザ（理由指定なし）」に設定される。値の選択はインプリメントに依存する。 

 応答するＴＣユーザは、「ＴＣ－継続」要求プリミティブを発する。これはオプションとして、自身

のアドレス（Ｂ側の発アドレス）の変更を決定したときに限り用いられる発アドレスパラメータを含む。 

 トランザクションサブレイヤは、新しい発アドレスを蓄積し、開始ＴＣユーザに継続メッセージを送

る。 

 トランザクションを開始したエンドにおけるトランザクションサブレイヤは、継続メッセージを受信

し、これが最初の逆方向メッセージなので、受信した「Ｎ－ユニットデータ」指示プリミティブの発ア

ドレスをトランザクションの着アドレスとして蓄積する。このトランザクションに対して蓄積された発

アドレスは不変のままである。これらのアドレスは、このトランザクションに対し引き続く全メッセー

ジに対して用いられ、トランザクションの全期間において不変のままである。 

 

 (3) ダイアログの継続 

 「ＴＣ－継続」要求プリミティブは、同一のダイアログＩＤで引き渡された複数のコンポーネントを

転送する「ＴＲ－継続」要求プリミティブにマッピングされる。コンポーネントサブレイヤにより拒否

コンポーネントが生成されていた場合には（節 3.2.2.2 参照）、このコンポーネントも転送される。 

 受信側エンドでは、コンポーネントサブレイヤにより受信された「ＴＲ－継続」指示プリミティブは、
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「ＴＣ－継続」指示プリミティブにマッピングされＴＣユーザに送られる。これに続いて、受信したコ

ンポーネントの各々に対応したコンポーネント処理プリミティブをＴＣユーザに送る。 

 トランザクションのこの段階の間は、ダイアログ制御ＡＰＤＵは交換されない。ダイアログの確立の

過程でダイアログ制御ＡＰＤＵが交換された場合、ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵの中で送られ

たアプリケーションコンテキスト名が、ダイアログの全期間においてＴＣユーザ間の適切なアプリケー

ションコンテキストと仮定される。ＴＣは、ダイアログの本段階の間においてダイアログ処理ＡＰＤＵ

の存在を異常イベントとして扱うことを除いては、これを検証しない。本段階の間、ユーザ定義の抽象

構文を用いたダイアログ部がオプションとして存在してもよい。 

 

 (4) ダイアログの終了 

 ＴＣユーザが、アプリケーションコンテキスト名を含む「ＴＣ－開始」指示プリミティブに対する即

時の応答として、ダイアログの基本終了のために「ＴＣ－終了」要求プリミティブを発した場合、「結

果値」フィールドを「受諾」に設定し、また「結果元診断」フィールドを「ダイアログサービスユーザ

（空）」もしくは「ダイアログサービスユーザ（理由指定なし）」に設定した、ダイアログ応答（ＡＡ

ＲＥ）ＡＰＤＵを形成する。「結果元診断」フィールドに対する値の選択は、インプリメントに依存す

る。どのコンポーネントとともつなげられたダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵは、伝達のため「Ｔ

Ｒ－終了」要求プリミティブ内で送られる。 

 「ＴＣ－終了」指示プリミティブにより、ダイアログ状態遷移は空となる。 

 ダイアログの基本終了の場合、このダイアログにおいてインタフェースを通過した全コンポーネント

およびコンポーネントサブレイヤで生成されていた拒否コンポーネントは、「ＴＲ－終了」要求プリミ

ティブに含めてトランザクションサブレイヤに渡され転送される。これによりダイアログは終了する。 

 受信側エンドでは、「ＴＲ－終了」指示プリミティブに含まれた各コンポーネントが「ＴＣ－終了」

指示プリミティブに続く適切なコンポーネント処理プリミティブによりＴＣユーザに引き渡されるとダ

イアログは終了する。 

 コンポーネントサブレイヤは、ＴＣユーザがダイアログの終了を要求した場合には、このダイアログ

に関連した全コンポーネント状態遷移が空に遷移したかどうかはチェックしない。同様に、コンポーネ

ントサブレイヤは、「ＴＲ－終了」指示プリミティブに伴われたコンポーネントを引き渡すとこのダイ

アログに関連した全状態遷移が空に遷移したかどうかはチェックしない。終了状態において、「ＴＲ－

終了」要求プリミティブが送信側のトランザクションサブレイヤに渡される時、または、全受信コンポ

ーネントが受信側でＴＣユーザに引き渡された時、空以外のコンポーネント状態は空に遷移する。転送

を保留中の全コンポーネントは廃棄される。 

 ＴＣユーザが、受諾できないアプリケーションコンテキスト名パラメータを含む「ＴＣ－開始」指示

プリミティブを受信し、ダイアログを終了したい場合、「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブを発

する。「ＴＣ－Ｕアボート」要求プリミティブにおいて、「アボート理由」パラメータが「未サポート

アプリケーションコンテキスト名」に設定されていると、ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵが形成

される。ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵのフィールド値は、「結果値」フィールドが「拒否（永

続的）」、「結果元診断」が「ダイアログサービスユーザ（未サポートアプリケーションコンテキスト

名）」に設定される。このＡＰＤＵは「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブのユーザデータフィー

ルド内にあるどのコンポーネントも一緒につなげて送られる。 
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【ＪＴ－Ｑ７７４では▽△を規定している】 

「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ内の「アボート理由」パラメータが無いかあるかは「未サ

ポートアプリケーションコンテキスト名」▽もしくは「ダイアログ拒否」△以外の値の時は、ダイアロ

グの異常終了を表し、節 3.2.2 に記述される。 

 

【ＪＴ－Ｑ７７４では▽△を規定している】 

  ▽「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ内の「アボート理由」パラメータがなしか「未サポート

アプリケーションコンテキスト名」もしくは「ダイアログ拒否」より他の値であるときは、ダイアログ

の異常終了を表し、節 3.2.2 項に記述される。 

ＴＣユーザがいくつかのユーザ情報を含んだ「ＴＣ－開始」指示プリミティブを受け、それが受信不可

と判断された時は、ＴＣユーザは「ダイアログ拒否」と設定した「アボート理由」パラメータを付加し

た「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブを送出する。これはダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵ

を形成する。ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵ のフィールド値は、「アプリケーションコンテキス

ト名」フィールドが「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブの「アプリケーションコンテキスト名」

パラメータで受けたものと同じものを設定し、「結果値」フィールドが「拒否（永続的）」、「結果元

診断」が「ダイアログサービスユーザ（空）」もしくは「ダイアログサービスユーザ（理由指定なし）」

に設定する。△ 

  

ダイアログのプリアレンジド終了およびＴＣユーザアボートは、保留中コンポーネントの転送を起動

しない。このダイアログに関連した全状態遷移は空に遷移され、コンポーネントは廃棄される。 

 

 

３．２．２ 異常手順 

３．２．２．１ ダイアログ制御 

 不正又は誤って受信されたコンポーネントの理由でコンポーネントサブレイヤで検出された異常状態は、

コンポーネントの拒否およびローカルＴＣユーザへの通知をもたらす。ダイアログのアボートは、常に以下

による決定の結果である。 

 －不正なダイアログ部を受信した場合、すなわち構文上の不正、または下位にあるトランザクションの状

態と不一致である場合のコンポーネントサブレイヤ。後者の場合は、ダイアログ部の存在が必須（例え

ば、ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵが開始メッセージで送られたが、最初の逆方向継続メッセー

ジ内でダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵは受信されなかった場合）の時にダイアログ部がない場合

や、不適切な時期にダイアログ部を受信した場合（例えばトランザクションの動作中状態の間でダイア

ログＡＰＤＵが受信された場合）に対応する。異常を検出した側では、「Ｐ－アボート」パラメータを

「異常ダイアログ」に設定した「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示プリミティブがローカルＴＣユーザに対し

て発せられる。同時にユーザデータとしてダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵを持つ「ＴＲ－Ｕ

－アボート」要求プリミティブがトランザクションサブレイヤに対して発せられる。ダイアログアボー

ト（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵのアボート元フィールドは「ダイアログサービスプロバイダ」に設定され、ユ

ーザ情報フィールドはない。受信側では、「ＴＲ－Ｕ－アボート」指示プリミティブ内のユーザデータ

として、アボート元フィールドを「ダイアログサービスプロバイダ」に設定したダイアログアボート（Ａ

ＢＲＴ）ＡＰＤＵを受けた時に、コンポーネントサブレイヤによって「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示プリ
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ミティブが発せられる。 

  不正なダイアログ部をともなうメッセージ内で、コンポーネントを受信した場合､これらは廃棄される。 

 －トランザクションサブレイヤが、トランザクションをアボートする。コンポーネントサブレイヤは、ダ

イアログのオペレーション状態遷移を空にし、保留中のコンポーネントを廃棄する。そして、ＴＣユー

ザに「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示プリミティブを通知する。 

 －ＴＣユーザがダイアログをアボートする。送信側では、「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求がＴＣユーザから

受信される。この場合、このダイアログに関係する動作中コンポーネントの状態遷移を空にし、「ＴＲ

－Ｕ－アボート」要求がトランザクションサブレイヤに引き渡される。受信側では、これに対応する「Ｔ

Ｒ－Ｕ－アボート」指示プリミティブがトランザクションサブレイヤより受信される。このダイアログ

に関係する動作中コンポーネント状態遷移を空にし、「ＴＣ－Ｕ－アボート」指示プリミティブがＴＣ

ユーザに引き渡される。 

 

 「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブがダイアログの動作中状態の間に発せられ、「アボート理由」

パラメータがないか「ユーザ定義」に設定されている場合、ダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵが形

成される。ただし、ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）／ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵがダイアログ確立

中状態の間に用いられた場合に限る。プリミティブ内で提供されるユーザデータはそのとき、ダイアログア

ボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵのユーザ情報フィールド内で転送される。 

  

 【ＪＴ－Ｑ７７４では▽△を規定している】 

 ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵを含んでいる開始メッセージを受信した状態、すなわちダイアログ

が受信起動状態の場合、ＴＣユーザは何らかのユーザ定義理由によってアボートすることができる。そのよ

うな状態では、ＴＣ－ユーザは「アボート理由」パラメータを設定なしか「未サポートアプリケーションコ

ンテキスト名」▽もしくは「ダイアログ拒否」△以外の何らかの値を設定して、「ＴＣ－Ｕ－アボート」要

求プリミティブを送出する。そのような場合では、ダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵは「ダイアロ

グサービスユーザ」としてコード化され、（もしあるなら）「ＴＲ－Ｕ－アボート」要求プリミティブの「ユ

ーザデータ」パラメータとして与えられた「アボート理由」といっしょに生成される。「ＴＣ－Ｕ－アボー

ト」要求プリミティブ中に現れた「ユーザ情報」はＡＢＲＴ ＡＰＤＵのユーザ情報フィールド中にコード

化される。 

   

 ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵ の応答を保留した「送信起動」状態中で「ＴＲ－Ｕ－アボート」

指示を受信した場合、「ＴＲ－Ｕ－アボート」プリミティブの「ユーザデータ」フィールドは「ダイアログ

サービスユーザ」としてコード化された「アボート理由」といっしょにダイアログアボート（ＡＢＲＴ）Ａ

ＰＤＵを含む。コンポーネントサブレイヤは全てのダイアログとコンポーネントが処理中のリソースを解放

し、「アボート理由」を「ユーザ特有」、（もしあるなら） ＡＢＲＴ ＡＰＤＵのユーザ情報フィールドか

ら取り出した「ユーザ情報」を設定して「ＴＣ－Ｕ－アボート」指示プリミティブを送出する。上記の記述

のようにコード化されたＡＢＲＴ ＡＰＤＵが存在しない場合は、コンポーネントサブレイヤは「Ｐ－アボ

ート理由」を「異常ダイアログ」と設定し、ＴＣ－ユーザに対して「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示を送出し、

全てのダイアログとコンポーネントが処理中のリソースを解放する。 

 ダイアログが「送信起動」状態、すなわち開始メッセージが送られたがこのトランザクションに対する逆

方向メッセージを受信していない場合、「ＴＲ－Ｕ－アボート」要求プリミティブの結果は純粋にローカル
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である。本ダイアログに関連する引き続くいかなるメッセージも、表３－５／ＪＴ－Ｑ７７４で示される動

作に従って処理される。 

 上記のケースでは、プリミティブに伴われる情報（Ｐ－アボート理由またはユーザの提供情報）は、コン

ポーネントサブレイヤをトランスペアレントに通り、ＴＣユーザに渡される。 

 

３．２．２．２ オペレーションに関連した異常手順   【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

※但し、受信コンポーネント種別：結果応答（途中）は規定しない。 

 

３．２．３ 整合性問題   【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

３．３ トランザクションサブレイヤ手順   【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

 

付属資料Ａ   【ＪＴ－Ｑ７７４に準拠する】 

※但し、付属資料中の状態遷移図と、前章までで規定されている内容に不一致がある場合、前章まで

で規定されている内容を正しいものとする。 

また、状態遷移図中の「ＴＣ－結果(RESULT)－ＮＬ」及び「結果応答（途中）（ＲＲ－ＮＬ）」に

関する記述は規定しない。 

 


